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Cy3一伽orescence　intensiけ
Fig．2　Scatter　Plot．　of　the　Expression　Level　of　Test
　　　Mononucleous　Cel【s（Cy5）in　Contrast　to　the
　　　Expression　Level　of　Control　Mononucleous　Cells
　　　（Cy3）
に示したとおり，ADを発症することにより血液中では，
Oxidative　stressに関与する16種類の遺伝子，　Apoptosis
5種類，Metabolisln（fatty　acids　and　amino　acids　6≠6．）
に関与する20種類の遺伝子，それにAdhesion　and　cell
cycle　controlといった細胞増殖や血管壁における細胞接
着に関与する20種類の遺伝子などが活性化されているこ
とが認められた．これらに対して，Immune　responseに
関与する10種類の遺伝子やHeat　shock　responseに関与
する遺伝子の発現は強く抑制されることが明らかになった．
同定された変動遺伝子のリスト中には，すでにアトピー症
との関連で研究が進められているケモカイン，ヒート
ショックタンパク質，インターロイキンなどレ3・7）が含ま
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　Fig．3　Differentiai　Expression　of　8，000　Genes
　　　　　lnvestigated　by　Microarray　Hybridization
　The　verticaユaxis　shows　differential　expression　caユculated　as
the　ratio　of　the　values　of　the　Cy5・fluorescence　signal　and　Cy3－
fluorescence　signa1，　A　positive　number　indicates　that　Cy5（test
cells）signahs　greater亡han　Cy3（control　ceUs）signa1，　whereas　a
negative　nurnber　indicates　that　Cy3　signal　is　greater　than　Cy5
signal．
れているほかに，ADとの関連で作用機序の明らかにされ
ていない酸化ストレス，細胞内情報伝達，細胞接着さらに
アミノ酸や脂肪酸代謝に関与する遺伝子等が認められる．
これらの遺伝子には，ヒトADのメカニズムの研究及び
迅速な診断法開発のための指標遺伝子として活用できる可
能性がある．従って今後，変動遺伝子の中でも酸化ストレ
ス，細胞内情報伝達に関与する遺伝子二等に注目し，個々
の遺伝子の発現状況を経時的に測定してADとの関連を
明らかにすることが重要と考える．
Table　1Activation　and　Suppression　of　Gene　Expression　in　Blood　Mononuclear
Cells　of　Mouse　with　Atopic　Dermatitis
Gene　function 　Number　ofactivated　genes
　Number　of
supPressed　genes
ImmUne　reSpOnSe
Apoptosis
Oxidative　stress
Receptor　response
Heat　shock　response
Proteolysis　and　peptidolysis
Phosphorylation
Adhesion　and　cell　cycle　control
Translation　and　transcription
Amine　metabolism
Metabolism（amino　acid，1ipids　6オ6．）
Other　functions
5
5
ユ6
4
　8
　4
20
15
　4
20
388
10
1
4
3
4
6
7
10
　5
262
Tota1 506 312
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